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一

　　

市
役
所
南
庁
舎
２
階
ロ
ビ
ー
で
伊
賀
市
内
の
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
考
古
資
料
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近

に
見
て
い
た
だ
く
た
め
、
４
つ
の
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決
め
展
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し
ま
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テ
ー
マ
①『
文
字
の
考
古
学
』で
は
、森
脇
遺
跡（
市

部
）
出
土
の
遺
物
を
中
心
に
古
代
か
ら
中
世
の
墨ぼ

く
し
ょ書

土ど

き器
、
刻こ

く
し
ょ書

土ど

き器
、
木も

っ
か
ん簡

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

木
簡
に
は
、
税
に
関
す
る
文
字
が
書
か
れ
、
土
器

に
は
「
安
」
や
「
吉
」、「
冨
貴
」
の
よ
う
に
縁
起
の

良
い
も
の
（
吉き

っ
し
ょ
う祥文
字
と
呼
ば
れ
ま
す
）
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

　　

テ
ー
マ
②
『
さ
ま
ざ
ま
な
焼
き
物
の
創
造
』
で
は

御み
は
か
や
ま
か
ま
あ
と

墓
山
窯
跡
（
佐
那
具
）
出
土
の
遺
物
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
窯
跡
は
、
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け

て
須
恵
器
を
焼
い
て
い
た
窯
で
、
多
彩
な
遺
物
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
日
常
で
使
わ
れ
る
杯
な
ど
の
小
型

品
が
大
半
を
占
め
ま
す
が
、
一
方
で
仏
教
信
仰
や
葬

送
儀
礼
に
関
す
る
大
型
品
を
生
産
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
宮く

で
ん
が
た

殿
形
陶
製
品
（
県
指
定
文

化
財
）
や
陶と

う
か
ん棺
は
そ
の
代
表
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
土ど

ば馬
や
土ど

れ
い鈴
、
鳥
の
頭
部
を
か
た
ど
っ
た

も
の
な
ど
非
日
用
的
な
も
の
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
に
お
立
ち
寄
り
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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　伊賀と伊勢を結ぶ伊賀街道をほ
ぼ踏襲している国道 163 号の長野
トンネル付近は冬季の凍結、悪天
候時の視界不良、トンネルの高さ
や幅の不足で交通の難所となって
いました。この峠は、ここに降る
雨を西の大阪湾、東の伊勢湾へと
分ける分水嶺で、東西の文化の出
入口ともなる重要な場所になって
いました。
　藤堂高虎が整備し、芭蕉をはじ
め多くの文人墨客が往来したこの
街道に 3本目の「新長野トンネル」
が開通し、伊賀市の中心部と県都
津市を結ぶ最短の道がさらに近く
なりました。
　平成 17 年 3 月に着工し、平成

市
の
花
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市
の
鳥
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ジ

▲墨書「冨貴」のある須恵器蓋（森脇遺跡）

19 年 2 月に貫通、平成 20 年 7 月
12日待望の開通となりました。
　開通式で今岡市長は「関係者の
皆さんの並々ならぬご努力によっ
て新長野トンネルが完成し、海の
ある津市と山が多い伊賀市がより
近くなった。今後さらに交流を深
め両市の絆を作っていきたい」と
お礼の言葉を述べました。
　新トンネルは、三重県で 2番目
の長さ（1,966m）で、以前よりも
幅（7m）が広くなり大型車も対向
できるようになり、今までの長野
トンネルは今後も通行可能ですが、
新長野トンネルの開通によって、よ
り安全に峠越ができるようになり
ました。

新長野トンネル開通！
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▲鳥の頭部（御墓山窯跡）


